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在学生紹介
研
究
、
ス
ポ
ー
ツ
、
趣
味
、
特
技
…
。

学
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
活
躍
す
る
岡
大
生
た
ち
。

そ
ん
な
き
ら
り
と
光
る
学
生
を
、

同
じ
学
生
の
目
線
か
ら
紹
介
す
る
。

三
俣
診
療
班
は
、
北
ア
ル
プ
ス
最
奥
部
の

三
俣
蓮
華
岳
（
標
高
約
２
５
０
０
m
）
の
診

療
所
に
て
、
登
山
者
の
健
康
と
安
全
を
守
る

診
療
活
動
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
。
現

在
、
岡
山
大
学
、
香
川
大
学
の
学
生
と
そ
の

O
B
で
あ
る
医
師
、
看
護
師
が
主
に
活
動
を

行
う
。
診
療
所
は
昭
和
39
年
に
岡
山
大
学
医

学
部
に
よ
り
三
俣
山
荘
に
併
設
さ
れ
、
現
在

に
至
る
ま
で
毎
夏
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
診

療
所
開
設
期
間
は
７
月
下
旬
か
ら
８
月
下
旬

頃
の
約
30
日
間
。
現
在
、
診
療
班
は
全
７
班

で
構
成
さ
れ
、
そ
の
う
ち
４
班
が
岡
山
大
学
、

３
班
を
香
川
大
学
が
担
当
。
開
設
中
の
診
療

所
に
は
基
本
的
に
毎
日
、
医
師
１
人
、
看
護

師
１
人
、
学
生
３
〜
５
人
が
常
駐
し
、
主
に

捻
挫
の
ケ
ア
、
疲
労
、
高
山
病
な
ど
の
診
療

を
行
っ
て
い
る
。
今
夏
に
は
T
B
S
系
列
で

放
送
さ
れ
た
ド
ラ
マ
「
サ
マ
ー
レ
ス
キ
ュ
ー
〜

天
空
の
診
療
所
〜
」
の
モ
デ
ル
と
な
り
大
き

な
注
目
を
集
め
た
。

現
在
、
三
俣
診
療
班
に
は
、
１
〜
６
年
生

の
岡
山
大
生
約
20
人
が
所
属
。
診
療
所
開
設

シ
ー
ズ
ン
以
外
に
も
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
勉
強

会
を
行
い
新
入
部
員
向
け
に

大
山
で
登
山
の
練
習
を
実

施
す
る
な
ど
、

準
備
を
怠

ら
ず
夏
の

診
療
に
備

え
て
い
る
。
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「
山
に
診
療
所
が
あ
る
と
い
う
こ
と

は
、
登
山
者
に
と
っ
て
、
ひ
と
つ
の
安

心
に
な
る
の
で
は
な
い
か
」
と
話
す
の

は
、「
三
俣
診
療
班
」
岡
山
大
学
学
生

代
表
の
湯
川
椋
也
さ
ん
（
医
学
部
医

学
科
４
年
）。
湯
川
さ
ん
に
は
、
登
山

者
の
け
が
や
病
気
を
治
す
手
助
け
を

し
た
い
、
と
い
う
強

い
思
い
が
あ
る
。

「
医
学
部
に
入
っ

た
の
だ
か
ら
、
そ
れ

に
関
係
し
た
活
動
が

し
た
い
」
と
思
っ
て

い
た
湯
川
さ
ん
。
三
俣
診
療
班
で
活

動
し
て
い
た
先
輩
か
ら
「
大
学
に
い

る
だ
け
で
は
で
き
な
い
、
多
く

の
特
殊
な
体
験
が
で
き
る
」

と
聞
い
て
興
味
が
わ
き
、
２

年
生
で
入
部
。
登
山
経
験
は

な
か
っ
た
が
、
先
輩
か
ら
山

の
上
の
景
色
の
素
晴
ら
し
さ

を
聞
き
、
実
際
に
登
っ
て
み
た
い

と
思
っ
た
こ
と
も
大
き
な
き
っ

か
け
と
な
っ
た
。

初
め
て
の
三
俣
蓮
華
岳
登

山
。「
い
ろ
い
ろ
な
前
知
識

を
持
っ
て
登
っ
た
が
、
実
際

に
登
る
と
何
か
ら
何
ま
で
新

鮮
だ
っ
た
」
と
湯
川
さ
ん
。
遥
か
遠

く
ま
で
見
渡
せ
る
景
色
に
「
山
っ
て

こ
ん
な
に
い
い
所
な
ん
だ
」
と
強
い
印

象
を
受
け
た
と
い
う
。
一
方
で
、
初
め

て
の
診
療
班
活
動
で

は
何
を
す
れ
ば
よ
い

か
わ
か
ら
ず
、
自
分

の
至
ら
な
さ
も
痛
感

し
た
と
い
う
。

診
療
班
の
学
生
は

医
師
に
薬
や
医
療
機

器
を
渡
し
た
り
、
器

具
を
消
毒
す
る
な
ど

補
助
業
務
を
行
う
。

湯
川
さ
ん
は
今
夏
、

最
終
班
で
約
４
日
間
活
動
。
診
療
が

で
き
な
い
分
、
学
生
た
ち
は
患
者
さ

ん
と
積
極
的
に
会
話
し
て
、
症
状
な

ど
を
話
し
や
す
い
雰
囲
気
に
す
る
こ

と
を
大
切
に
し
て
い
る
と
い
う
。
診

療
班
の
医
師
は
学
生
時
代
か
ら
活
動

に
関
わ
っ
て
い
る
人
が
多
く
、
登
山

経
験
や
山
で
の
診
療
の
特
徴
に
つ
い

て
教
わ
る
こ
と
も
多
い
。「
生
の
診
療

現
場
を
間
近
で
見
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
、
非
常
に
良
い
経
験
。
将
来
医

師
に
な
っ
た
時
、
こ
こ
で
見
た
も
の

を
活
か
せ
た
ら
」
と
話
す
湯
川
さ
ん
。

山
岳
診
療
は
、
診
療
自
体
は
一
般
の

診
療
と
特
別
変
わ
ら
な
い
が
、
使
え

る
器
具
が
限
ら
れ
る
と
い
う
点
で
大

き
く
異
な
る
。
湯
川
さ
ん
は
「
将
来

は
山
小
屋
の
よ
う
な
特
殊
環
境
で
も
、

普
段
通
り
の
診
療
が
で
き
る
よ
う
な

医
師
に
な
り
た
い
」

と
話
す
。

診
療
班
経
験
を
重

ね
る
ご
と
に
、
登
山

や
山
の
魅
力
も
強
く

実
感
。「
山
は
不
自

由
な
こ
と
が
多
い
イ

メ
ー
ジ
が
あ
る
が
、

実
際
に
行
く
と
意
外

と
気
に
な
ら
な
い
し
、

何
よ
り
山
で
し
か
味

わ
え
な
い
雰
囲
気
や

景
色
が
あ
る
。
気
負

わ
ず
、
多
く
の
人
に

登
山
に
挑
戦
し
て
ほ

し
い
」
と
語
る
。
入

部
３
年
目
と
な
り「
山

に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
う
立
場
か
ら
、

後
輩
た
ち
を
連
れ
て
行
く
立
場
」
と

な
っ
た
湯
川
さ
ん
。「
今
後
は
、
自
分

た
ち
の
経
験
を
後
輩
た
ち
に
た
く
さ

ん
伝
え
て
い
き
た
い
。
多
く
の
後
輩

た
ち
に
ぜ
ひ
診
療
班
活
動
に
参
加
し

て
ほ
し
い
」
と
熱
く
語
る
。

▲山荘の方々と一緒に夕食

▲診療室の一角で医療器具を消毒

登
山
者
支
え
る
山
岳
診
療

先
輩
医
師
か
ら
経
験
学
ぶ


